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【第 213回国会】令和６年６月 14日（金）、第８回の委員会が開かれました。 

 

１ 文部科学行政の基本施策に関する件 

 ・科学技術の研究開発に関する実情調査のため、東京都において視察を行った委員を代表して、田野瀬

委員長から報告を聴取しました。 

 ・盛山文部科学大臣、政府参考人及び藤井衆議院文部科学委員会専門員に対し質疑を行いました。 

（質疑者）笠浩史君（立憲）、堀場幸子君（維教）、宮本岳志君（共産）、西岡秀子君（国民） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

笠浩史君（立憲） 

 

（１） こども未来戦略方針を受けて文部科学省が実施した学校給食に関する調査の結果に対する盛山文部

科学大臣の見解及び今後の学校給食費無償化に向けた決意 

（２） 学校図書館について 

ア 位置付けが学校図書館法制定時と変わっていないことの確認 

イ 学校司書の使命・役割 

ウ 学校図書館ガイドラインの実施状況及び周知徹底を図る必要性 

エ 学校図書館図書整備等５か年計画における学校司書の配置目標について 

ａ 現行の第６次計画における 1.3校に１人の配置目標は専任の学校司書の配置であることの確認 

ｂ 次期計画において１校に１人の配置目標とする必要性 

オ 学校司書の現状に対する文部科学省の認識及び処遇改善の必要性 

カ 学校司書の抜本的な充実に向けた盛山文部科学大臣の決意 

 

堀場幸子君（維教） 

 

（１） 高等学校における探究型学習について 

ア 文部科学省が想定しているカリキュラムの内容 

イ 課題及び進まない主な理由 

ウ 対話的・主体的で深い学びが必要とされる理由 

エ 一斉指導から脱却するために必要な改革 

（２） 日本維新の会・教育無償化を実現する会提出の「高等学校等に係る教育無償化等の推進に関する法

律案」に盛り込まれた主体的に生きる力等を養うための教育改革案に対する盛山文部科学大臣の所見 

（３） 高等学校段階における通級による指導及びサポート校の在り方について 

ア 中学校段階まで通級による指導等で支援を受けてきた生徒が進学先の高等学校の選択に困難を抱

えていることに対する盛山文部科学大臣の所見 

イ 高等学校における通級による指導の実施状況及び利用する生徒数が少ない理由 

ウ 特別支援教育を受ける生徒の選択肢が少なく、通信制高等学校及びサポート校の両校で指導を受

ける形態となることに対する盛山文部科学大臣の所見 

 

宮本岳志君（共産） 

 

（１） 令和５年度における国立極地研究所への訪問学校数 

（２） 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）（以下「万博」という。）の会場の安全対策について 

ア 令和６年３月 28日に夢洲で発生したメタンガス爆発事故について 

ａ 現在も夢洲が廃棄物最終処分場であることの確認 
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ｂ 事故の発生した箇所以外のエリアにおいても可燃性ガスが検知されていたにもかかわらず、他

のエリアでは可燃性ガスの発生はないとした３月 29日の事故報告に対する経済産業省の見解 

ｃ ４月３日に内閣官房及び経済産業省が文部科学省に発出した「修学旅行等における 2025年日本

国際博覧会（大阪・関西万博）の活用について」において、事故の発生の事実を伝えなかった理

由 

ｄ ４月８日に文部科学省が教育委員会等に「修学旅行等における 2025年日本国際博覧会（大阪・

関西万博）の活用について」を発出した時点で、文部科学省は事故の発生を把握していたのかの

確認 

イ 現時点における文部科学省による夢洲の土地の安全性についての確認の有無 

ウ 博覧会協会による万博会期中の安全対策の具体的な公表時期 

エ 万博会場において爆発事故が発生した場合における文部科学省の責任 

オ 安全対策の公表を踏まえて文部科学省が新たな通知を発出する必要性 

（３） 大学授業料の負担について 

ア 国立大学による授業料値上げの検討が国際人権規約における高等教育の漸進的無償化に逆行する

との懸念に対する盛山文部科学大臣の所感 

イ 法人化された平成 16年度と比較して令和６年度の国立大学法人運営費交付金が約 13％、1,631億

円減額していることの確認 

ウ 教育費負担の軽減を図ることが重要であるという認識を示した平成 28 年の高等教育局の通知に

対する文部科学省の現在の認識 

エ 大学授業料を家計負担から公費負担に置き換えることが国際人権規約の無償教育の趣旨であると

の認識に対する盛山文部科学大臣の所感 

オ 私立大学の平均授業料について、国際人権規約の漸進的無償化の受入れ以前の 12年間より受入れ

後の 11年間のほうが値上がりしていることの確認 

カ 令和４年度の私立大学等経常費補助金の算定における経常的経費と経常費補助金額の補助割合 

キ 国立大学法人運営費交付金や私学助成の抜本的な増額の必要性に対する盛山文部科学大臣の所感 

ク 第 213 回国会において文部科学委員会に付託されている「教育費負担の公私間格差をなくし、子

供たちに行き届いた教育を求める私学助成に関する請願」の署名者数及び最も署名者の多い会派に

おける署名者数 

 

西岡秀子君（国民） 

 

中央教育審議会質の高い教師の確保特別部会における審議のまとめについて 

ア 盛山文部科学大臣の見解 

イ 児童生徒の声を聴く必要性に対する盛山文部科学大臣の見解 

ウ 教員の定数改善や働き方改革等への取組状況 

エ 教員の働き方改革の加速化のため工程表を明確にして取り組む必要性 

オ 教員業務支援員や専門人材等の待遇に関して制度を新しく構築する必要性 

カ 部活動等における指導者の待遇に関して制度を新しく構築する必要性 

キ 教員のウェルビーイングの向上のための文部科学省の取組及び方針 

ク 教員の奨学金返済免除に対する文部科学省の見解 

ケ 教職調整額の10％以上への引上げに対する盛山文部科学大臣の見解 

コ 財政制度等審議会の意見書に対する盛山文部科学大臣の見解及び教員の処遇改善へ向けての決意 

 


